
武士の娘とウィルソン一家

釘島 浩子



杉本鉞子の単行本
A book of Etsu Inagaki Sugimoto

１９２５年 A Daughter of the Samurai

１９２６年 With Taro and Hana in 
Japan

１９３２年 A Daughter of the Narikin

１９３２年 A Daughter of the Nofu

１９４０年 Grand mother Okyo 



本や雑誌に登場する杉本家族



Etsu Inagaki Sugimotoの作品の
抜粋 （アメリカ編）

・Pioneers in Self-Government １９３１

ワシントン、ジェファーソン、エジソ
ン、ヘンリーフォードなど１２人の内
の１人として

Etsu Inagaki Sugimoto----World 
Citizenship

・A Book of Great Autobiography １９
３４

ヘレンケラー、ジョセフコンラッド、
セルマラゲノフ、ウオールトホイット
マンなど



世界ノンフィクション全集８
筑摩書房１９６０ （日本編）

■ ソーニャ・コヴァレフスカャ Ｓ・コヴァ
レフスカヤ Ａ・Ｃ・レフラー共著 野上
弥生子訳

■ 自伝 マリー・キュリー 著 木村 彰一 訳

■ わが母マリー・キュリーの想い出 イレー
ヌ・キュリー 著 内山 敏 訳

■ ブロンテ姉妹 阿部 知二 著

■ 武士の娘 杉本 鉞子 著 大岩 美代 訳



『越佐が生んだ日本的人物』
第三集

■ 「杉本鉞子ー『武士の娘』を書いた作家
１９６７

年

渡 善子
『偉大な開拓者たち』 アメリカ中高生読本
よき世界市民であるということは決してその
人物の愛国心の欠如を意味するものではない
。むしろそれは単なる愛国心より”高度な愛
国心“というべきであり、自分自身の見解同
様に他人冷静寛容な態度をさすのである。



『武士の娘』のあらすじ
■ 明治の初め、日本の雪国、長岡で少女エツは江戸時代の生活を守る大家族と生活してい
た。１３歳で親の決めた男性と婚約する。それから花嫁修業が始まりアメリカで貿易商を
営む未来の夫の為英語を学ぶ為に上京する。長岡から江戸から東京という名前に変わり西
洋化が進む都会でエツはアメリカ人女性の経営するミッションスクールに入学する。言葉
や習慣の違いに戸惑いながら、エツは新しい文化、宗教に触れ、キリスト教徒になる。

■ いよいよ夫との結婚のために向かい女一人で船と列車を使ってアメリカに渡り、道中親
切なアメリカ人達に世話になりながら夫の住む町に着く。事前に手紙を頂いていたアメリ
カ人ウイルソン夫妻の家庭で結婚の世話をして貰い日本的なキリスト教の式を挙げる。ウ
イルソン夫妻の親戚で未亡人のウイルソン夫人と親しくなり、ウイルソン未亡人の家を訪
れ夫婦一緒に未亡人の家で生活するようになり未亡人を「アメリカの母上」として慕う。
娘二人を産みアメリカの生活にも慣れた頃、突然夫が死亡する。エツは娘二人を連れて日
本に帰国する。

■ 日本の家長制度の下では母であっても娘のことはすべて夫の親戚の判断を仰がなければ
ならない。それでもエツは夫の遺言として京都ではなく東京で娘達に教育をする許しをも
らう。長岡のエツの母も上京し、東京での新たな生活がはじまる。活発なアメリカ生まれ
の娘達も言葉や着物、立ち振る舞いなど少しずつ日本に慣れてきてほっとするも、ある日
子供達の遊びの中でアメリカ国家を歌っているのに気づき、無邪気にアメリカを懐かしが
る娘達の真の生活の場と教育を考えるようになる。長岡の母が死に葬式を済ませた頃、娘
の養子縁組の話が出る。親族会議の席でアメリカ人女性からの手紙と協力を頼りに、アメ
リカに戻りもう少し娘達に教育を続けることを許して貰う。アメリカへ戻れると喜ぶ娘達
を連れ、再びエツはアメリカへの荷造りをする。



さまざまな『武士の娘』

１． 雑誌Asiaに連載されたA “Samurai’s” DaughterⅠ～Ⅹ。１
９２３年１２月号から１９２４年４月号及び、１９２４年８月
号から１２月号の１０回に渡り連載。

２． １９２５年Doubleday, Page社出版の単行本 A daughter 
of the Samurai。

３． 目黒真澄訳『北越新報』の新聞に１９２９（昭和４）
年から連載された『武士の娘』。

４． A Daughter of the Samuraiの大岩美代訳。
１９４３(昭和１８)年長崎書店。１９６０（昭和３５）

年『世界ノンフィクション全集８』に阿部知二解説で一部抜粋
。１９６７（昭和４２年）筑摩叢書９７として出版、１９９４
年ちくま文庫として出版され現在も単行本として出版。

５． 山室善子の取材に杉本鉞子が思い出を語り『婦人之友
』に連載された「“武士の娘”が見たアメリカ」1月号、2月号、
３月号。



翻訳された『武士の娘』

■ １９３０年 フランス
語

■ １９３３年 イギリス

■ １９３４年 スウェー
デン語

■ １９３５年 ドイツ語

■ １９３７年 フィンラ
ンド語

■ １９３７年 デンマー
ク語

■ １９３７年 ポーラン
ド語

■ １９３９年 ルーマニ
ア語

■ １９４３年 日本語（
前出大岩美代訳）



鉞子の住む場所による６分類
■ １期１８７２（明治５）年～１８８４？（明治１７？）年 新潟県長岡時代：１８７２年

〔明治５年６月２０日（陰暦）〕稲垣平助（元長岡藩筆頭家老）と金の六女として生まれる
。

■ ２期１８８４？（明治１７？）年～１８９８(明治３１)年 東京ミッションスクール時代
：海岸女学校を１８８９（明治２２）年卒業、東京英和女学校１８９３（明治２６）年（
現在の青山学院大学）卒業。浅草新谷町の美以美小学校で働く。

■ ３期１８９８(明治３１)年～１９０９（明治４２）年 アメリカオハイオ州時代：宗教学
研究の旅券（下付け表）にて渡米。シンシナティ在住オービッド・J・ウィルソン（ウィル
ソン教科書出版社社長）宅にて京都出身杉本松之助（貿易商）と結婚。ミセス・ジョン・
ウィルソンとミス・フローレンス・ウィルソン宅にて生活する。長女花野、次女千代野を
産む。

■ ４期１９０９(明治４２)年～１９１６（大正５）年 帰国し東京での生活：長女花野、次
女千代野を連れ東京で生活。夫松之助シカゴで死亡。普連土女学校や青山女学院にてデン
トン、デビス、スペンサーら万国婦人嬌風会本部派遣員の通訳。日本婦人嬌風会青年部部
長。

■ ５期１９１６(大正５)年～１９２７（昭和２）年 アメリカオハイオ州からニューヨーク
での生活：米国婦人嬌風会日本代表として出席。シンシナティ（ウィルソン社長婦人宅）
からニューヨークへ引っ越す。新聞、雑誌へ原稿を送り掲載される。コロンビア大学日本
語・歴史講師。紐育日本婦人会会員。Japan Society会員。長女、花野の結婚。

■ 6期１９２７（昭和２）年～１９５０（昭和２５）年 帰国：次女千代野結婚。英語で執筆
を続け本がアメリカで出版される。東京や神戸の娘達の家で晩年を過ごす。青山女学院校
友会役員。戦後アイケルバーガー中将（シンシナティ出身）ら進駐軍とも交流。１９５０
年肝臓癌で東京白金清岡暎一宅にて死亡。



第一期 長岡藩の武家の教育

■ 鉞子は明治生まれで、六女。両親はほぼ完全に江戸
時代の常識を持つと予想。

鉞子の母は毎朝お歯黒をし、御殿言葉を話していた
。

・ 結婚の習慣や武家のしきたりを検討。

・ 結果、武士の娘の中の結婚感や子育ての感覚は当
時の日本女性にはありえない表現が見られた。



二期 東京におけるミッション
スクール

・義務教育の進みつつある段階でまだ整備されていない日本の環境

・アメリカ人女性宣教師が教育と宣教の為に日本まで来るアメリカ側の背
景とその目的の確認。

士族は収入の道が絶たれ、生活の変化により多くの変化が生じた。鉞子の父
も旅館などの商売を始めるが破産し、一家離散。鉞子は母の実家に母と弟と住
み女中のように働いていた。

寄付で運営される寄宿舎付きのミッションスクールは学費や生活費の援助を
受けることが可能な場所であったと同時に聖書を中心とする英語教育が中心で
宣教師を助けるための実践的な英語力が養われたと推測できた。

1883年春、梅子は海岸女学校で臨時に教えるよう請われ、これを受けた。ミッションス
クールは「貧しい人たちが娘をやるところ」で、校内では「盗みもひんぱんに行われる」
といった否定的な印象を抱いていたが、引き受けたのである。

P96 『津田梅子』 古木
宜志子



三期
１８９８年渡米と女性クラブの
大会

■ 鉞子は渡米直前まで浅草の美以美教会の小学
校で教師として在籍

■ 旅券番号は「学６２９」で渡航主意は「宗教
学研究」ビザ発給は１８９８年４月

■ 津田梅子、石井筆子の二人の女性が内閣から
任命を受け日本代表として６月のGeneral 
Federation of Woman’s Clubsに出席

■ 洋装か和装かの選択をしたとされる祖母の不
在



外務省・外交資料館に残る旅
券



Obed J. Wilson(1826~1914)

■ Bingham, Maine, in 1826
■ ウッドロー・ウィルソン大統領と先
祖は同じ

■ Cincinnatiの学校で文学を教えなが
ら法律家を志すが目の病気になり勉
強を断念。

■ １８５３ Mr. Smithの会社に就職
し、主にIndiana Wisconsin などに
旅をしながらthe books of the 
Eclectic Seriesを売り目の病を治す
。

■ the McGuffey First Readerを1863に
作り、主に文学的才能を発揮し、会
社の経営に加わる。

■ アメリカおよび世界中で使われる教
科書会社となり、富と名声を得る。



アメリカンブックスカンパニー
の建物



Amanda Marian Landrum Wilson
(1832~1926)

■ Obed J Wilson の妻

■ 学校の教師

■ 夫と共に世界漫遊旅行
に再三同席

■ 鉞子を自宅に招き結婚
式を行う

■ メゾジストエキスコパ
ル派の牧師の娘

■ 多額の寄付をエキスコ
パル教会に行い老人ホ
ームを建てる。



Cincinnati

■ 「アンクルトム」ストー夫人
■ Farmer’s College
■ P&G (アイボリー）石鹸工場
■ ロックウッド製陶工場
■ タフト大統領
■ アメリカ唯一のユダヤ教の大学
■ College Hill Methodist Home for 

the Aged
■ Obed J Wilson House
■ Mrs. John Wilson＆

Miss Florence Mills Wilson
House



Mrs. John Wilson 

■ リンカーン大統領時代インディアナ州におい
て郵便局長を勤め、「東部の銀舌」と弁舌を
謳われたObed の兄の妻。夫亡き後、晩年を
過ごした自宅をそのまま保ちたいと娘
Florence と二人で１０エーカの屋敷に住む。

■ 純白のレースの襟飾りのついた裾を引く黒い
絹のお召し物に白いレースのキャップをかぶ
り、樹陰で編み物

■ 父親は南部綿花栽培主でいち早く奴隷を解放
した南部の貴族出身



Florence Mills Wilson

■ 鉞子と結婚式の介添え人と
して出会う

■ College Hill に未亡人となっ
た母と一緒に住み、鉞子夫
婦を招く

■ 鉞子の母に招かれ単身で日
本の長岡にホームステイを
し、日本的生活を体験する

■ 一生独身で、鉞子の夫死亡
後も鉞子の娘二人を案じ、
来日、家族として一緒に日
本とアメリカで生活する

■ デポー大学卒業
■ シェイクスピアなど演劇活
動の趣味を持つ



Florence Mills Wilson 宅にて
生活する杉本家



Mrs. Wilson母娘 と杉本一家



The Nippon
Cincinnati Directory １９０

０

■ Nippon (The ), M. 
Sugimoto, propr.; 
Japnese were, 522 
Race

■ Sugimoto M. propr. 
The Nippon, Race, 
res. Collge Hill



Mrs.WilsonとMiss Florence 
Wilson との共同生活

■ もっとも一寸の間は市内のアパートに居りま
したが、夏の暑い頃であったので１，２週間
泊まりにきてはどうかと云われるままお邪魔
に参ると、そのまま１２年間も留まることに
なって了つたのでございます。始めのうちは
お世話になって居りましたが、後には私ども
がお世話申上げるやうになりました。全くこ
のお二人は親身ならぬ母と姉とになって下さ
ったのでありました。

P131「“武士の娘”の見たアメリカ」『婦
人之友』１９４０．１



Mrs. Wynne とMrs. Wilson

■ １９２３年１２月から連載の雑誌Asia

Samurai’s Daughter

１９２４年８月号にはMrs. Wynneと表記

・１９２５年 単行本A Daughter of the Samurai

Mｒ. Wilson & Mrs. Wilsonと記載

親戚のMｒｓ.Wilsonは「アメリカの母上様」
として登場するもMiss Florence Mills Wilsonは
登場しない



夫の死亡と鉞子の帰国の時期と描
写

■ 母子三人の初の帰国を見送ってシカ
ゴまで出向いてくれました良人は、
なほ夢多く春秋多き人とのみ思ふた
のは私の迂闊でありましたか、最後
に場所の後部の窓におりかさんって
別れをいふ娘達に向かって、手を振
りながら、「気をつけて行きなさい
よ。さようなら・・・」
と申された元気な声もなほ耳に残っ
ていましたのに、思ひかげずも短い
旅のいまだ半ばに、私は良人の長逝
に遭ったのでありました。（略）今
更立戻る決心もつきかねて、私いろ
いろ考えました末、たうとうそのま
ま日本にとどまって生計をたてるこ
とに心を定めました。

「“武士の娘”の見たアメリカ（２）」『
婦人之友』１９４０．２

■ 今はいとしい我が子と私に残されたもの
は、別離の悲しさと長いさびしい旅路ば
かりでありました。あれほどに快よい歓
迎の手をさしのべてくれた国、私の無智
と誤謬とを許してくれた国、二人の子の
誕生した国、言葉にもつくしがたい親切
をうけた国ーこの素晴らしい、忙しい、
実際的な国に対して、私は何のなすべき
とこともなく、又心弱き私如きもののな
すところを望んでもいなかった国。私に
とりましても、広く懐かしい、愛すべき
故郷ではありましたが、それも唯しばし
の間のみで、子供達が成長して、ここで
役立つべきものとなる望みもなく、老い
てゆく私の何のなすべきところもないの
でございます。人が唯学ぶのみで、分か
ち与えることをしなかったら、その生涯
は無意味なものに終わるのではあります
まいか。

■ 過ぎた年月は唯一場の楽しかった夢にす
ぎませんでした。幻にかすむ詩の国を出
て、実際的交錯した国にさまよい込み、
たのしく、漂いつつ、つきない数々の知
識を得た私は、今また幻と詩の国に帰ろ
うとしています。行く先、どのようなこ
とが私をまちうけているのであろうかと
、唯おいまどってみるばかりでありまし
た。 『武士の娘』大岩美代訳



帰国数年後の夫の死と鉞子の母
校における校友会活動参加の記
録

■ １９０８（明治４１）年7月第１０号の校友会報の住
所は千駄ヶ谷隠田四

■ １９０９（明治４２）年第１２号では

杉本ゑつ子 昨年十二月二令嬢を伴ひ帰朝され目
下府下隠田に住せらる滞在せらるるは両三年にて再
び渡米さるる由に聞く

と近況報告があり9月の青山女学院校友会の臨時総
会や１０月12日祝節寄付金募金委員会に出席してい
る。

■ １９１０年6月４日の校友会総会に出席
■ その一ヵ月後の7月２６日に夫松之助はアメリカで死
亡



『武士の娘』のフィクション
とノンフィクション

■ 鉞子の発表した多くの本に共通するものはア
メリカで生活する日系人への誤解を解くため
の日本文化紹介であり、厳密な意味での自伝
作品ではない。

■ 雑誌に連載されていたその時期はアメリカで
初の女性参政の大統領選挙や、排日移民法な
ど女性や日系人にとって多くの課題が突きつ
けられていた時期

■ ピクチャーブライド禁止法やアメリカ生まれ
の日系の子供への社会的差別への静かなる抵
抗メッセージ
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